
もっともっと知ってください

平成24年
9月期
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書
に
寄
せ
て　

兀こ
つ

兀こ
つ

　

兀
兀
は
「
着
実
に
努
力
し
た
り
律

儀
に
働
き
続
け
た
り
す
る
さ
ま
」（
広

辞
苑
第
五
版
）
と
あ
り
ま
す
。

　

金
融
機
関
、
特
に
信
用
組
合
の
経

営
に
は
奇
手
奇
策
と
い
う
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ひ
た
す
ら
正
直
に
、
一

歩
一
歩
確
実
に
進
ん
で
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

け
ん
し
ん
は
信
用
組
合
と
し
て
の

本
分
に
心
を
注
ぎ
、
収
益
の
み
に
目

を
向
け
る
こ
と
な
く
、
安
全
第
一
を

旨
と
し
て
、
進
む
べ
き
道
か
ら
決
し

て
外
れ
て
は
な
ら
な
い
と
肝
に
銘
じ

て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
小
さ
な
も
の
を
集
め

て
大
き
く
育
て
る
と
い
う
精
神
の
も

と
、
決
し
て
効
率
化
だ
け
を
求
め
る

こ
と
な
く
、
地
域
経
済
の
発
展
等
の

た
め
、
絶
え
ず
自
己
研
鑽
に
努
め
、

業
務
に
邁
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

け
ん
し
ん
は
い
つ
ま
で
も
変
わ
る

こ
と
な
く
、
コ
ツ
コ
ツ
と
歩
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

会長
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茨城町
がんばれ！ わが町

地
域
の
み
な
さ
ま
と
け
ん
し
ん
職
員
が
参
加
し
て
、

福
を
呼
ぶ
小
幡
山
七
福
神
神
社
例
大
祭
を
開
催10月13日、よく晴れた秋空の下、茨城町小幡にある小幡山七福神神社で

例大祭が開催されました。小幡山七福神神社はけんしんの幡谷祐一会長
が建立した神社で、例大祭は今年で10回目を数えます。この日は神社と
して重要な祭祀を行うとともに、地域のみなさまやけんしん職員も参加し
て、にぎやかに秋祭りが行われました。
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小
幡
山
七
福
神
神
社
は
け
ん
し
ん

と
縁
の
深
い
茨
城
町
に
あ
り
ま
す
。

国
道
６
号
線
か
ら
す
ぐ
の
場
所
に
鳥

居
が
あ
り
、
鳥
居
を
く
ぐ
っ
て
石
段

を
登
っ
て
い
く
と
、「
福
の
森
」
と
呼

ば
れ
る
静
か
な
檜
の
森
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
お
祭
り
と
あ
っ
て
福
の

森
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
大
勢
の
け
ん

し
ん
職
員
が
朝
か
ら
屋
台
の
準
備
を

開
始
。
午
前
９
時
も
近
く
な
る
と
地

域
の
み
な
さ
ま
が
集
ま
り
始
め
ま
し

た
。

　

午
前
９
時
半
、
橋
本
昌
茨
城
県
知

事
、
小
林
宣
夫
茨
城
町
長
、
茨
城
県

選
出
の
国
会
議
員
が
列
席
し
て
、「
小

幡
山
七
福
神
神
社
例
大
祭
」
が
始
ま

り
ま
し
た
。
祭
祀
は
、
水
戸
市
の
伝

統
あ
る
常
磐
神
社
の
宮
司
に
よ
っ
て

お
ご
そ
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

幡
谷
会
長
が
玉
串
を
捧
げ
て
一
連
の

式
典
が
終
了
し
た
あ
と
、
挨
拶
に
立

ち
ま
し
た
。

　
「
今
日
は
久
し
ぶ
り
の
晴
天
に
恵

ま
れ
て
、
神
様
の
恵
み
を
感
じ
て
い

ま
す
。
私
は
10
月
６
日
に
無
事
、
89

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
み
な
さ
ま
も
健
康
で
人
生

を
楽
し
め
る
よ
う
に
お
祈
り
い
た
し

ま
す
」

　

引
き
続
き
、
来
賓
代
表
と
し
て
橋

本
知
事
が
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
１

年
７
カ
月
に
な
り
ま
す
が
、
災
害
に

対
し
て
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
地
域

の
絆
が
備
え
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
は
神
社
が
そ
の
役
割
を
果
た

す
部
分
も
大
き
い
。
こ
の
よ
う
な
地

域
の
共
同
体
を
大
切
に
す
る
行
事
は

重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、

茨
城
県
選
出
の
国
会
議
員
ら
か
ら
も

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

幡
谷
会
長
が
こ
の
地
に
七
福
神
を

祀
る
こ
と
を
思
い
定
め
た
の
は
、
こ

こ
小
幡
山
の
檜
の
樹
林
を
森
林
浴
し

て
い
た
と
き
、「
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
七

福
神
が
あ
っ
て
祈
願
で
き
た
ら
す
ば

ら
し
い
だ
ろ
う
」
と
考
え
た
か
ら
だ

と
い
い
ま
す
。
七
福
神
は
人
々
の
日

常
生
活
に
密
着
し
た
、
幸
せ
を
も
た

ら
す
福
の
神
と
い
わ
れ
て
お
り
、
幡

谷
会
長
は
以
前
か
ら
毎
日
、
当
組
合

本
店
の
木
彫
り
の
七
福
神
に
、
交
通

安
全
、
万
民
幸
福
、
五
穀
豊
穣
、
天

下
泰
平
を
願
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
地
域
の
み
な
さ
ま
に
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
」
と

の
願
い
を
込
め
て
、
こ
こ
に
七
福
神

を
建
立
し
ま
し
た
。
確
か
に
そ
の
通

り
、
静
寂
な
空
気
が
流
れ
る
檜
の
木

立
は
、
散
策
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。
そ

ん
な
檜
の
木
立
の
中
に
七
福
神
の
お

社
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
七
福
神
め
ぐ
り
も
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
布
袋
尊
、
大
黒
天
、

森林浴にもいい檜の森茨城県警の白バイに乗って大喜び

挨拶する橋本昌茨城県知事 挨拶する幡谷会長

例大祭祭祀を行う

産直野菜の販売は大人気

ど
の
屋
台
も
人
で
い
っ
ぱ
い

七福神めぐりの用紙を渡す
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恵
比
寿
尊
、
弁
財
天
、
毘
沙
門
天
、

寿
老
尊
、
福
禄
寿
を
参
拝
し
て
ス
タ

ン
プ
を
集
め
た
人
は
「
５
０
０
円
券

綴
り
と
抽
選
券
」
が
も
ら
え
る
趣
向

で
す
。
こ
の
券
を
使
っ
て
、
焼
き
そ

ば
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
を
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
や
茨

城
県
内
の
生
鮮
野
菜
の
販
売
も
あ
り

ま
し
た
。
茨
城
県
警
察
の
協
力
に
よ

り
、
白
バ
イ
の
展
示
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
一
緒

に
、
駆
け
回
っ
て
遊
ん
だ
り
、
ヨ
ー

ヨ
ー
遊
び
を
し
た
り
と
、
あ
ち
こ
ち

で
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
舞
台
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

江
戸
紙
切
り
や
歌
謡
声
帯
模
写
の
ほ

か
、
三
味
線
演
奏
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー

ト
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
演
奏
＆
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
披
露
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
け
ん

し
ん
関
係
者
や
地
域
の
有
志
、
茨
城

県
警
察
の
関
係
者
な
ど
に
よ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
の
心
温
ま
る
出
演
で
し

た
。

　

昼
過
ぎ
、
い
よ
い
よ
ク
ラ
イ
マ
ッ

ク
ス
の
「
お
楽
し
み
福
引
き
大
抽
選

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
け
ん
し
ん

や
仙
友
会
な
ど
の
協
賛
企
業
か
ら

提
供
さ
れ
た
の
は
１
０
０
以
上
の
景

品
（
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、
自
転
車
、
レ

ス
ト
ラ
ン
の
食
事
券
、
文
具
セ
ッ

ト
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ゲ
ー
ム
な
ど
）
で

す
。
こ
れ
ら
が
大
勢
の
参
加
者
に
当

た
り
、み
ん
な
大
喜
び
。「
福
を
呼
ぶ
」

七
福
神
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
秋
の

恵
み
の
１
日
を
お
お
い
に
楽
し
み
ま

し
た
。

江戸紙切り

恵
比
寿
尊

寿
老
尊

弁
財
天

毘
沙
門
天

大
黒
天

布
袋
尊

福
禄
寿

小幡山七福神

バルーンアート

トロピカル・アイランダースのフラダンス

ハワイアンバンド演奏

福引きで景品をもらう

一等賞の賞品、自転車

三味線演奏
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厚
生
年
金
の
受
給
開
始
年
齢

　

国
民
年
金
の
み
の
加
入
者
は
原
則

と
し
て
65
歳
か
ら
の
年
金
（
老
齢
基

礎
年
金
）
受
給
に
な
り
ま
す
が
、
厚

生
年
金
の
加
入
者
は
生
年
月
日
及

び
男
性
と
女
性
に
よ
っ
て
図
の
よ
う

に
、
段
階
的
に
受
給
開
始
年
齢
が
上

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

65
歳
前
に
受
給
で
き
る
厚
生
年
金

を
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
と
言

い
、女
性
は
５
年
遅
れ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
28
年
４

月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
男
性
（
昭
和

33
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の
女

性
）
は
、
図
の
よ
う
に
60
歳
か
ら
報

酬
比
例
部
分
が
受
給
で
き
ま
す
。
報

酬
比
例
部
分
の
年
金
額
は
厚
生
年
金

加
入
月
数
と
加
入
中
の
平
均
報
酬
を

使
っ
て
計
算
し
ま
す
。

　

来
年
４
月
か
ら
、
昭
和
28
年
４

月
２
日
以
降
昭
和
30
年
４
月
１
日
生

ま
れ
ま
で
の
男
性
は
61
歳
か
ら
受
給

開
始
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
２
年

刻
み
で
報
酬
比
例
部
分
の
受
給
開
始

年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
昭
和
36
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
男
性
（
昭

和
41
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
女

性
）は
報
酬
比
例
部
分
は
な
く
な
り
、

65
歳
か
ら
本
来
の
老
齢
厚
生
年
金
の

受
給
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
24
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
男
性
（
昭
和
29
年
４
月
２

日
以
降
生
ま
れ
の
女
性
）
は
定
額
部

分
が
な
く
な
り
ま
す
。
老
齢
基
礎
年

金
に
つ
い
て
は
国
民
年
金
加
入
者
と

同
じ
く
65
歳
か
ら
受
給
開
始
と
な
り

ま
す
。

加
給
年
金
の
し
く
み

　

受
給
者
本
人
の
厚
生
年
金
加
入
期

間
が
20
年
以
上
あ
っ
て
、
生
計
を
同

じ
く
す
る
65
歳
未
満
の
配
偶
者
が
い

れ
ば
加
給
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

昭
和
24
年
４
月
２
日
生
ま
れ
以
降
の

男
性
受
給
者
の
場
合
、
65
歳
か
ら
配

偶
者
が
65
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
、

加
給
年
金
が
年
額
約
39
万
円
受
給

で
き
ま
す
。

　

配
偶
者
が
年
上
で
、
既
に
65
歳
に

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
加
給
年
金
は

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

役立ち！マネー通
公的年金の受給開始年齢

社会保険労務士　井原　誠
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配
偶
者
も
厚
生
年
金
加
入
期
間

が
20
年
以
上
あ
る
場
合
、
配
偶
者
が

厚
生
年
金
を
受
給
で
き
る
年
齢
に
な

る
と
加
給
年
金
は
停
止
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
18
歳
に
な
っ
た
年
度
末
ま

で
の
子
、
ま
た
は
国
民
年
金
や
厚
生

年
金
が
規
定
す
る
１
級
・
２
級
の
障

害
の
状
態
に
あ
る
20
歳
未
満
の
子
が

い
る
場
合
も
加
給
年
金
が
受
給
で
き

ま
す
。
２
人
目
ま
で
は
１
人
に
つ
き

約
22
万
円
、
３
人
目
か
ら
は
１
人
に

つ
き
約
７
万
円
の
年
額
で
す
。

３
通
り
の
受
給
方
法

　

昭
和
28
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
男
性
（
昭
和
33
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
の
女
性
）
に
は
、
３
通
り
の

受
給
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
通
常
受
給
開
始
年
齢
か
ら
受
給

②
通
常
受
給
開
始
年
齢
よ
り
前
か
ら

繰
り
上
げ
て
受
給

③
通
常
受
給
開
始
年
齢
以
降
65
歳

に
な
る
ま
で
の
期
間
に
65
歳
以
降

か
ら
受
給
で
き
る
老
齢
基
礎
年
金

も
繰
り
上
げ
て
受
給
。

　

②
の
繰
り
上
げ
は
、
老
齢
厚
生

年
金
と
老
齢
基
礎
年
金
を
必
ず
い
っ

し
ょ
に
行
い
ま
す
。
例
え
ば
、
昭
和

28
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
30
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
が
60
歳
か
ら

受
給
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
老
齢

も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
老
齢
厚
生
年
金
（
報

酬
比
例
部
分
）
の
受
給
開
始
年
齢
が

61
歳
以
降
に
な
る
人
は
、
再
雇
用
さ

れ
た
60
歳
時
点
で
は
老
齢
厚
生
年

金
の
受
給
権
が
発
生
し
て
い
な
い
た

め
、
こ
の
「
同
日
得
喪
」
と
い
う
方

厚
生
年
金
は
６
％
減
額
（
12
カ
月
×

０・
５
％
）
さ
れ
、
老
齢
基
礎
年
金

は
30
％
減
額
（
60
カ
月
×
０・５
％
）

さ
れ
ま
す
。

平
成
25
年
４
月
か
ら
の

「
同
日
得
喪
」

　

受
給
開
始
年
齢
が
61
歳
以
降
に

な
る
と
60
歳
以
降
も
働
き
続
け
る
人

が
増
え
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
多
く
の

企
業
は
60
歳
定
年
で
、
60
歳
以
降
給

料
を
下
げ
て
再
雇
用
す
る
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

平
成
25
年
４
月
か
ら
は
留
意
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
は
、
社
会
保
険
料
の
標
準
報

酬
が
変
更
さ
れ
る
の
は
、
給
料
が
低

下
し
て
か
ら
４
カ
月
目
で
す
。
３
カ

月
間
は
低
下
前
の
高
い
給
料
に
応
じ

た
在
職
老
齢
年
金
と
な
り
高
い
ま
ま

の
保
険
料
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
、「
特
別
支
給
の
老
齢
厚

生
年
金
の
受
給
権
者
」
が
定
年
退
職

後
継
続
再
雇
用
さ
れ
た
時
な
ど
は
、

い
っ
た
ん
雇
用
関
係
が
中
断
し
た
も

の
と
み
な
し
て
、
同
日
付
け
で
資
格

喪
失
届
と
取
得
届
を
提
出
で
き
ま

す
。
こ
れ
を
「
同
日
得
喪
」
と
言
い
、

早
く
実
際
の
給
料
に
応
じ
た
在
職
老

齢
年
金
が
受
給
で
き
、
保
険
料
負
担

法
は
で
き
ま
せ
ん
。
通
常
の
月
額
変

更
に
よ
り
給
料
を
下
げ
て
か
ら
４
カ

月
経
過
後
に
低
下
し
た
報
酬
に
変
更

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

厚
生
年
金
の
受
給
開
始
年
齢
が

60
歳
で
な
く
な
る
た
め
に
、
来
年
か

ら
発
生
す
る
新
た
な
問
題
で
す
。

これから受給される方もすでに受給
されている方も年金のお受け取り
は、 へお気軽にご相談くだ
さい。

年金をお受け取りになる際のお手続
きなどでわからないことがございま
したら、お近くの までご相
談ください。

では、年金をお受け取りさ
れているお客様へ、お誕生日のお祝
いとして、プレゼントをお届けいた
します。

平成24年の「誕生日プレゼント」は、
「百人一首　平安丼」です。

年金受け取りサービス
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暮らしのローン計画
2つのタイプから選べる住宅ローン金利引下げキャンペーン実施中！

では、お申し込みいただいた方のプランに合わせて、２つのタイプ（固定金利型、変動金利型）
からお選びいただける「住宅ローン金利引下げキャンペーン」を実施しております。　

※1	環境配慮型住宅商品とは、「オール電化住宅 (IHクッキングヒー
ター・電気給湯器・電気式床暖房・蓄熱式電気暖房機器等 )およ
び省エネ住宅 (エコウィル・エコジョーズ・ガス温水床暖房・太陽
光発電システム等 )」のいずれかとします。

※2 バリアフリー住宅とは、「通路幅員78ｃｍ以上、かつ床の段差がな
い構造の住宅」とします。

詳しくは、お近くの 各支店・ローン相談室までご相談ください。

平成25年 3月 29日 ( 金 ) までに本申込により保証会社の保証承諾を受けた方で、平成25年 9月 30
日 ( 月 ) までにお借り入れの方。

「すまいる住宅ローン」および「らくらく住宅ローン」

取扱期間中に住宅ローンをお申込いただいた方が、以下の①～④の条件をすべて満たす場合にキャンペー
ンの対象者となります。（なお、条件をすべて満たさない場合でも、別途引下げ金利が適用される場合があります。）

①	定期積金ご契約の方（同時契約可）
②	勤続年数３年以上もしくは営業年数３年以上の方
③	公共料金の口座振替がある方、もしくは同時にお申込いただける方
④	保証会社の保証が得られ、ならびに融資対象不動産に第１順位抵当権が設定可能な方（住宅金融支援機構
の先順位設定は可能です。）

※「らくらくアシスト」の場合は、上記④の抵当権設定は必要ございません。

取扱期間

対象商品

対象者

キャンペーン (金利引下げ )の内容
［Ⅰ］キャンペーン
・固定金利型（３年・５年・10年）
固定金利型（10年）の場合、融資実行後から当初固定金利期
間満了まで、融資金利を店頭表示金利から年1.9％引下げま
す。固定金利型（３年・５年）の場合、融資実行後から当初固
定金利期間満了まで、融資金利を店頭表示金利から年1.7％
引下げます。さらにいずれも、固定期間満了後は店頭表示金利
から年1.0％引下げます。

・変動金利型
融資実行後から返済終了までの全期間にわたり、融資金利を店
頭表示金利から年0.8％引下げます。さらに、以下の条件に
該当する場合は最大で年0.5％の特別引下げ金利の適用があ
ります。(金利引下げは最大で年1.3％（0.8％＋0.5％）と
なります。)	

［Ⅱ］キャンペーン
上記の対象者条件を満たさない場合でも、保証会社の保証を得
られた方が以下の条件１～７を満たせば、返済終了までの全期
間にわたって店頭表示金利から最大年0.6％引下げます。

1

2
3
4

条件項目
未成年のお子さまが２人以上
の場合（ご融資実行後10年
以内に誕生されたお子さまも
含みます）
環境配慮型住宅商品※1 の利用
バリアフリー住宅※2 の利用
指定業者紹介案件の場合

金利引下げ
２人…年0.2％
３人…年0.3％
４人…年0.4％
５人以上…年0.5％

１項目該当するごとに
年0.1％

1

2

3

4
5
6
7

条件項目
未成年のお子さまが２人以上の場
合（ご融資実行後10年以内に誕
生されたお子さまも含みます）

勤続年数３年以上、もしくは営業
年数３年以上 
公共料金の口座振替ご利用
またはご指定替えの方
環境配慮型住宅商品※1 の利用
バリアフリー住宅※2 の利用
指定業者紹介案件の場合
定期積金ご契約の方（同時契約可）

金利引下げ
２人…年0.2％
３人…年0.3％
４人…年0.4％
５人以上…年0.5％

１項目該当するごと
に年0.1％

変動金利型
返済終了までの全期間にわたり
店頭表示金利から
最大で年1.3％引下げ

固定金利型（10年）

当初固定金利期間満了まで店頭
表示金利から年1.9％引下げ
固定期間満了後は店頭表示金利
年1.0％引下げ

固定金利型（3年・5年）

当初固定金利期間満了まで店頭
表示金利から年1.7％引下げ
固定期間満了後は店頭表示金利
年1.0％引下げ
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魚
偏
の
付
く
漢
字
は
、
魚
の
名
前

が
圧
倒
的
で
す
。
鰯い
わ
し、
鱈た

ら

、
鯰な

ま
ずの
よ

う
に
国
字（
日
本
で
作
ら
れ
た
文
字
）

も
多
く
あ
り
、
日
本
人
と
魚
の
関
係

の
深
さ
を
感
じ
ま
す
。

　
「
魚
」
の
訓
読
み
は
う
お・さ
か
な
。

音
読
み
は
ギ
ョ
。
う
お
は
魚
類
の
総

称
で
、
さ
か
な
は
食
用
と
す
る
も
の

と
か
、
生
き
て
い
る
も
の
を
う
お
、

料
理
し
た
も
の
を
さ
か
な
と
す
る
と

記
し
て
い
る
辞
書
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
水
の
中
で
し
か
生
息
で
き

な
い
魚
。
魚
と
水
は
切
っ
て
も
切
れ

な
い
関
係
で
あ
り
、
魚
と
水
の
関
係

を
基
に
し
た
言
葉
も
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。「
水
を
得
た
魚
」
と
か
「
魚

水
を
得
た
よ
う
」
と
い
う
の
は
、
所

を
得
て
元
気
い
っ
ぱ
い
に
活
躍
す
る

様
の
た
と
え
で
す
。
職
場
で
い
え
ば

適
材
適
所
が
う
ま
く
い
っ
て
職
員
が

い
き
い
き
と
仕
事
に
励
む
よ
い
状
態

と
な
り
ま
す
。

　
「
水
魚
の
交
わ
り
」
も
親
し
く
離

れ
が
た
い
間
柄
を
指
し
ま
す
。
劉

備
が
三
顧
の
礼
を
も
っ
て
迎
え
た
軍

師
、諸
葛
亮
孔
明
を
指
し
て
、「
魚（
劉

備
）
が
水
（
孔
明
）
を
得
た
よ
う
な

も
の
」
と
言
っ
て
義
兄
弟
の
関
羽
や

張
飛
を
な
だ
め
た
『
三
国
志
』
に
登

場
す
る
逸
話
は
有
名
で
す
。
今
日
で

は
、
隔
て
な
く
高
め
合
う
友
情
を
指

し
て
よ
く
使
わ
れ
る
言
葉
で
す
。
同

様
の
意
味
の
「
金
石
の
交
わ
り
」
と

い
う
言
葉
は
金
（
金
属
）
や
石
の
よ

う
に
堅
く
友
情
を
結
び
合
う
関
係
を

い
い
ま
す
。
逆
に
「
魚
の
水
を
離
れ

た
よ
う
」
と
い
う
と
、
頼
り
に
な
る

人
を
失
っ
た
様
と
な
り
ま
す
。

　
「
魚
心
あ
れ
ば
水
心
」
は
そ
ち
ら

の
出
方
に
よ
っ
て
は
こ
ち
ら
も
よ
い

対
応
を
し
ま
す
よ
と
い
う
腹
の
探
り

合
い
。
あ
ま
り
公
明
な
印
象
は
あ

り
ま
せ
ん
。「
魚
の
目
に
水
見
え
ず
」

と
い
っ
て
、
在
る
こ
と
に
慣
れ
て
大

切
な
も
の
に
気
づ
か
な
い
と
い
う
戒

め
の
言
葉
や
、「
水
清
け
れ
ば
魚
棲

ま
ず
」
の
よ
う
に
、
あ
ま
り
に
き
れ

い
な
水
に
は
魚
が
棲
ま
な
い
こ
と
に

た
と
え
て
、
清
廉
さ
も
度
が
過
ぎ
る

と
だ
れ
も
寄
り
つ
か
な
く
な
る
と
い

う
戒
め
の
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

　
「
水
積
も
り
て
魚
聚あ
つ

ま
る
」
は
、

水
が
深
く
豊
か
な
所
に
は
自
然
と
魚

が
た
く
さ
ん
集
ま
る
よ
う
に
、
利
益

の
あ
る
所
に
は
人
も
自
然
と
集
ま
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
た
と
え
で
す
。

　

８
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
常
陸
国

風
土
記
』
に
、
病
人
が
レ
ン
コ
ン
を

食
べ
れ
ば
早
く
癒
え
る
と
い
う
記
述

が
あ
り
、
茨
城
県
で
は
古
く
か
ら
レ

ン
コ
ン
が
食
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
レ
ン
コ
ン
に
は
、
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
、
ミ
ネ
ラ
ル
や
食
物
繊
維
、

野
菜
に
は
少
な
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
な

ど
が
含
ま
れ
、
栄
養
が
豊
富
で
す
。

　

レ
ン
コ
ン
は
漢
字
で
は
蓮
根
で
す

が
、
私
た
ち
が
食
用
に
し
て
い
る
の

は
正
確
に
は
地
下
茎
で
、
現
在
は
食

用
に
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
茨
城
県

は
作
付
面
積
、
出
荷
量
と
も
に
全
国

ト
ッ
プ
で
、
土
浦
市
、
か
す
み
が
う

ら
市
、
小
美
玉
市
、
稲
敷
市
な
ど
で

は
美
し
く
広
が
る
蓮
田
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

レ
ン
コ
ン
は
10
月
頃
に
生
育
が
止

ま
り
、
そ
こ
か
ら
は
休
眠
状
態
に
な

り
、
秋
冬
に
収
穫
期
を
迎
え
ま
す
。

　

レ
ン
コ
ン
の
表
皮
に
は
黒
や
赤
の

点
々
や
色
の
染
ま
っ
た
部
分
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
表
皮
の
色
味
は
味
に

は
ま
っ
た
く
関
係
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
擦
れ
た
傷
が
あ
る
も
の
も
多
い

の
で
す
が
、掘
る
時
に
で
き
て
し
ま
っ

た
も
の
な
の
で
内
部
ま
で
影
響
し
て

い
な
け
れ
ば
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
よ
り
穴
の
大
き
さ
が
そ
ろ
っ
て
い

て
、
外
見
が
丸
々
と
太
く
、
凸
凹
が

な
い
も
の
が
お
い
し
い
レ
ン
コ
ン
で

す
。
新
鮮
な
も
の
は
穴
の
中
が
黒
く

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
レ
ン
コ

ン
を
買
う
場
合
は
、
で
き
れ
ば
一
節

で
も
二
節
で
も
節
の
区
切
り
に
な
っ

て
い
る
も
の
を
買
い
ま
し
ょ
う
。

　
一
節
丸
ご
と
冷
蔵
庫
に
保
存
す
る

場
合
は
、
買
っ
て
き
た
泥
付
き
の
状

態
の
ま
ま
濡
ら
し
た
新
聞
紙
に
く
る

み
、
さ
ら
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
ま

す
。
泥
の
中
で
育
つ
レ
ン
コ
ン
は
光

や
空
気
に
弱
く
、
泥
付
き
の
ほ
う
が

鮮
度
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

レ
ン
コ
ン
が
黒
ず
む
の
は
含
ま

れ
て
い
る
タ
ン
ニ
ン
が
酸
化
す
る
た

め
。
気
に
な
る
場
合
は
酢
水
に
つ
け

て
色
止
め
し
ま
す
が
、
酢
の
作
用
で

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
た
歯
ご
た
え
が
増

す
分
、
レ
ン
コ
ン
の
特
徴
で
あ
る
で

ん
ぷ
ん
の
も
ち
も
ち
し
た
味
わ
い
が

損
な
わ
れ
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
水
に
溶
け
出

す
の
を
防
ぐ
た
め
、
酢
水
に
つ
け
る

時
間
は
２
〜
３
分
程
度
に
と
ど
め
ま

し
ょ
う
。

詞
ことば

のマメ知識
魚
と
水

レ
ン
コ
ン
の
見
分
け
方
と
保
存
法

生活マメ知識
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平
成
21
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た

「
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
」（
中
小

企
業
者
等
に
対
す
る
金
融
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
の
臨
時
措
置
に
関
す
る

法
律
）
は
、
平
成
25
年
3
月
末
で
期

限
を
迎
え
ま
す
。

　
「
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
」
は
、

中
小
企
業
や
住
宅
ロ
ー
ン
の
借
り
手

の
申
込
み
に
対
し
、
金
融
機
関
は
で

き
る
限
り
貸
付
条
件
の
変
更
等
を
行

う
よ
う
努
め
る
こ
と
な
ど
を
内
容
と

す
る
も
の
で
す
。

　

け
ん
し
ん
で
は
、「
中
小
企
業
金

融
円
滑
化
法
」
へ
の
対
応
と
し
て
、

お
借
入
れ
条
件
の
変
更
等
の
ご
相
談

や
経
営
改
善
計
画
の
策
定
支
援
な

ど
、
お
客
さ
ま
の
実
情
に
合
わ
せ
て

き
め
細
や
か
な
対
応
を
心
が
け
、
積

極
的
に
金
融
の
円
滑
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法

の
終
了
後
も
、
茨
城
県
内
の
地
域
金

融
機
関
と
し
て
、
お
客
さ
ま
の
成
長・

発
展
の
た
め
財
務
諸
表
等
に
表
れ
な

い
経
営
者
の
人
柄
、
技
術
力
、
販
売

力
な
ど
、
中
小
企
業
等
の
経
営
実
態

の
把
握
に
努
め
、
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

　

け
ん
し
ん
で
は
、
全
84
店
舗
（
82

支
店
２
出
張
所
）
と
け
ん
し
ん
ロ
ー

ン
相
談
室
に
ご
相
談
窓
口
を
設
け
て

い
ま
す
。

　

茨
城
県
内
４
カ
所（
水
戸
２
カ
所
、

日
立
、
つ
く
ば
）
に
あ
る
「
け
ん
し

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
の
終
了
に
向
け
て

地
域
密
着
型
金
融
の
取
組
み

土
曜
・
日
曜
日
も
営
業

け
ん
し
ん
ロ
ー
ン
相
談
室

す
る
こ
と
が
当
組
合
の
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ん
ロ
ー
ン
相
談
室
」
は
、
住
宅
ロ
ー

ン
を
は
じ
め
各
種
個
人
ロ
ー
ン
の
ご

相
談
窓
口
を
設
け
、
土
曜
、
日
曜
日

も
営
業
し
、
お
客
さ
ま
の
ご
相
談
に

応
じ
て
お
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

ローン相談室
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昨
年
８
月
、
東
日
本
大
震
災
で
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
石
巻

市
雄
勝
町
船
越
地
区
の
復
興
支
援
の

た
め
、
当
組
合
の
幡
谷
会
長
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
同
地
区
を
訪
れ

た
加
藤
前
水
戸
市
長
か
ら
被
災
地
の

状
況
を
聞
き
、
地
元
漁
師
の
自
主
再

建
を
図
ろ
う
と
私
費
で
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
１
台
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
当
地
の
状
況
を
ず
っ
と

気
に
か
け
て
い
た
幡
谷
会
長
と
加
藤

前
市
長
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、「
ま

ず
は
現
在
の
状
況
、
関
係
者
の
生
活

振
り
に
じ
か
に
触
れ
復
興
状
況
を
確

認
で
き
れ
ば
」
と
、
加
藤
前
市
長
を

は
じ
め
当
組
合
の
幡
谷
信
勝
副
理
事

長
、
門
馬
博
行
専
務
理
事
ら
一
行
が
、

平
成
24
年
10
月
2
日
に
再
び
同
地

区
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

再
訪
問
に
当
た
っ
て
は
「
生
活
に

役
立
つ
も
の
を
」
と
幡
谷
会
長
の
生

家
で
醸
造
し
て
い
る
醤
油
10
ケ
ー
ス

を
手
土
産
に
用
意
し
ま
し
た
。
当
組

合
本
店
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
出
発
式

で
は
幡
谷
会
長
が
「
現
地
の
状
況
を

し
っ
か
り
確
認
し
、
自
分
た
ち
の
で

き
る
支
援
を
し
っ
か
り
と
勉
強
し
て

き
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
寄
贈
し
た

宮
城
県
石
巻
市
を
再
訪

社
会
的
・
文
化
的
貢
献
に
関
す
る
活
動

「
献
血
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
の

企
業
献
血
活
動

　

け
ん
し
ん
で
は
、
社
会
貢
献
活
動
の

一
環
と
し
て
医
療
に
必
要
な
血
液
の
安

定
的
確
保
に
寄
与
す
る
た
め
、「
茨
城

県
赤
十
字
献
血
セ
ン
タ
ー
」
に
登
録
し
、

献
血
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
平
成

24
年
度
は
9
月
7
日
に
本
店
駐
車
場
に

て
企
業
献
血
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

信
用
組
合
業
界
で
は
、「
献
血
サ
ポ
ー

タ
ー
」
制
度
へ
の
参
加
に
よ
る
献
血
活

動
を
積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
当
組
合

は
平
成
22
年
10
月
に
同
サ
ポ
ー
タ
ー
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
組
合
は
、
今
後
も
献
血
を
支
え
る

「
献
血
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
、
献
血
の

普
及
・
啓
発
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

10月2日、震災復興支援の一行の出発式で挨拶をする
幡谷祐一会長

一行は宮城県石巻市雄勝町船越地区再訪へ
けんしん本店を出発

積
極
的
に
献
血
に
協
力
す
る
職
員
た
ち

け
ん
し
ん
本
店
駐
車
場
に
献
血
車
が
到
着
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のお約束

《経営理念》

「以
い

身
し ん

作
さ く

則
そ く

（遵法）」

「徳
と く

者
は じ

事業
ぎ ょ う

之
の

基
も と

」

《経営の信条》

安全第一

奉仕第二

収益第三

は、信用組合の設立理念である相互扶助の精神に基づき、組合員を中

心とした茨城県内の中小事業者および勤労者の経済活動を側面から支援し、もっ

て地域社会の発展および公共の福祉に貢献する金融機関を目指してまいります。

　ここでいうところの則とは、①則るべき物事、②標準として守るべき事柄、です。 
以身作則とは、総てにおいて、自ら守るべき規則を決めて、 

模範となる行動をすることを指します。

　人には人徳があるように、企業にも徳が求められます。
企業の徳には、ごまかしのない営業、相互信頼の確立、そして胸を張って仕事が出来ること、

これが必要です。職員一人ひとりの誠実さが企業の徳を形成します。

お客さまの資産を守るため、安全性を最優先事項として業務を行ってまいります。

地域のみなさまとの共生を目指し、公共のため、地域のために尽くします。

収益は、地域社会やお客さまの賜りものとして大切にします。

コ ン プ ラ イ ア ン ス
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け
ん
し
ん
職
員
は
行
動
指
針
を
守
り
、
み
な
さ

ま
に
献
身
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
標

語
を
掲
げ
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
業
務
に
あ
た

る
心
構
え
を
指
し
示
す
七
戒
を
常
に
念
頭
に
置

い
て
み
な
さ
ま
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

七
戒

　
　
（
な
な
つ
の
い
ま
し
め
）

遵
法
不
怠

（
じ
ゅ
ん
ぽ
う
を　

お
こ
た
ら
ず
）

緊
張
不
懈

（
き
ん
ち
ょ
う
を　

ゆ
る
め
ず
）

跂
者
不
立

（
つ
ま
だ
つ
も
の
は　

た
た
ず
）

禮
節
不
失

（
れ
い
せ
つ
を　

う
し
な
わ
ず
）

業
容
不
焦

（
ぎ
ょ
う
よ
う
を　

あ
せ
ら
ず
）

客
心
不
忘

（
か
く
し
ん
を　

わ
す
れ
ず
）

萬
年
不
憂

（
ま
ん
ね
ん　

う
れ
え
ず
）

信
組
人　

十
一
戒

誠
実
で
あ
る

礼
儀
正
し
い

信
義
を
重
ん
じ
る

質
素
で
あ
る

控
え
目
で
あ
る

親
切
で
あ
る

明
朗
で
あ
る

奉
仕
す
る

規
則
を
守
る

心
豊
か
で
あ
る

家
庭
を
大
切
に
す
る

遺　

訓

心は豊かに
生活は質素に

法治国家の
民らしく

茨
城
県
信
用
組
合
の
創
業
者
幡
谷
仙
三
郎
の
遺
訓
は
、
誰
も
が
納
得
で

き
る
人
生
の
指
針
と
し
て
、
職
員
を
導
い
て
い
ま
す
。

写
真
：
創
業
者
仙
三
郎
翁
遺
訓



14

桜川市明日香 2-47

筑西市二木成 80-3

筑西市門井 1973

筑西市海老ヶ島 755-1

筑西市関本中 1081-15

下妻市下妻丁 106-4

古河市東 4-19-36

古河市諸川 896-1

古河市女沼 1526-15

常総市水海道諏訪町 3280-2

常総市本石下 4601

結城市結城白山 638

坂東市辺田 1525

結城郡八千代町菅谷 1177-5

猿島郡境町向地 805-9

店番

県
西
地
区

鹿
行
地
区

店　名 所在地 電話

店番 店　名 所在地 電話

52
8
28
59
62
10
19
41
53
25
55
26
30
22
46

岩　瀬
下　館
協　和
明　野
関　城
下　妻
古　河
三　和
総　和
水海道
石　下
結　城
岩　井
八千代
境

土浦市中央 2-10-19

土浦市千束町 5-4

土浦市荒川沖東 2-19-1

土浦市神立中央 2-1-25

土浦市東並木町 3391-1

つくば市大曽根 3241-1

つくば市吉沼 1110-5

つくば市台町 2-14-5

つくば市高見原 5-1-25

つくば市春日 2-27-1

石岡市府中 1-4-12

石岡市東光台 3-1-15

取手市新町 5-16-10

取手市藤代 556-2

守谷市百合ヶ丘 3-2787-144

龍ヶ崎市若柴町 3069-1

牛久市栄町 5-17-3

稲敷郡阿見町阿見 2265-4

稲敷市江戸崎甲 2561-2

つくばみらい市谷井田 501-8

店番

県
南
地
区

店　名 所在地 電話

2
29
39
43
68
7
37
40
57
70
9
60
17
64
27
33
45
54
61
58

土　浦
千束町
荒川沖
神　立
土浦並木
大　穂
吉　沼
谷田部
茎　崎

つくば中央
石　岡
石岡東
取　手
藤　代
守　谷
佐　貫
牛　久
阿　見
江戸崎
伊　奈

029-821-5114

029-824-0711

029-842-3377

029-831-9251

029-835-0511

029-864-0211

029-865-1234

029-836-5411

029-871-1121

029-860-2323

0299-22-5131

0299-26-8910

0297-73-3121

0297-82-7711

0297-48-3231

0297-66-1432

029-874-2188

029-888-1121

029-892-8100

0297-58-9111

0296-75-1101

0296-24-5131

0296-57-4311

0296-52-6100

0296-37-7221

0296-43-2131

0280-32-7411

0280-76-5811

0280-92-7900

0297-22-2511

0297-42-1020

0296-32-4466

0297-35-1811

0296-49-2211

0280-86-7755

鹿嶋市宮中 5207-1

神栖市神栖 1-17-16

神栖市知手中央 1-17-25

神栖市波崎 7578-5

鉾田市新鉾田西 2-2-3

潮来市上戸 215-1

48
23
63
31
66
91

鹿　島
神　栖
知　手
波　崎
鉾　田
潮来牛堀

0299-83-7422

0299-92-1917

0299-96-5000

0479-44-3511

0291-34-1100

0299-80-3535

水戸市大町 2-3-12

水戸市上水戸 3-3-28

水戸市本町 3-2-29

水戸市笠原町 1374-10

水戸市大塚町 1863-25

水戸市中央 2-6-2

水戸市見和 1-300-68

水戸市元吉田町 1546-8

水戸市内原町 1431-5

水戸市笠原町 1566-3

水戸市泉町 1-1-1

水戸市元山町 1-6-26

水戸市赤塚 1-1

笠間市笠間 1593

笠間市美原 1-1-34

笠間市下郷 4542-138

小美玉市中延 141

小美玉市部室 1111-3

東茨城郡茨城町小堤 1022

東茨城郡大洗町磯浜町 641-2

店番

県
央
地
区

店　名 所在地 電話

1
13
15
24
32
36
47
49
50
67
69
80
90
5
16
42
6
65
11
18

本店営業部
上水戸
下　市
千　波
赤　塚
駅　南
見　和
吉　田
内　原
県庁前
泉　町

偕楽園前（出）
赤塚駅前（出）
笠　間
友　部
岩　間
小　川
美野里
奥　谷
大　洗

029-231-2131

029-231-3246

029-224-0123

029-241-0231

029-254-4151

029-231-1681

029-254-2855

029-248-3371

029-259-6122

029-301-1500

029-300-7211

029-302-5511

029-309-5625

0296-72-1224

0296-77-1166

0299-45-7175

0299-58-2121

0299-48-4511

029-292-1165

029-266-2121

ネットワーク
茨城県全域に広がる84店舗のネットワーク

県庁前支店（水戸市）

潮来牛堀支店（潮来市）湊支店（ひたちなか市）

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
　
ク
レ
オ
パ
ト
ラ

（
水
戸
市
）

常
陸
太
田
支
店

（
常
陸
太
田
市
）

平成24年 7月1日現在

日立市若葉町 1-18-18

日立市多賀町 2-16-5

日立市日高町 1-7-27

日立市大みか町 1-1-10

日立市神峰町 4-13-10

日立市久慈町 2-9-27

日立市十王町友部 1644-5

日立市台原町 2-13-8

ひたちなか市湊本町 6-16

ひたちなか市堀口中原 685-3

ひたちなか市中根 884-12

ひたちなか市東石川 1640-1

ひたちなか市高場 536-1

ひたちなか市東石川雷 3527-3

ひたちなか市津田 2673-5

北茨城市大津町北町 3-5-8

常陸大宮市上町 861-4

高萩市高萩 27-2

那珂郡東海村舟石川駅西 2-16-16

那珂市菅谷 2279-24

久慈郡大子町池田 2621-1

那珂市菅谷 4209

常陸太田市山下町 1712-2

店番

県
北
地
区

店　名 所在地 電話

3
14
21
34
75
77
78
83
4
20
56
71
72
73
74
12
35
76
38
44
51
79
92

日　立
多　賀
日　高
大みか
宮　田
久慈浜
十　王
台　原
湊

勝　田
中　根
勝田中央
佐　和
田　彦
津　田
大　津
大　宮
高　萩
東　海
那　珂
大　子
菅　谷
常陸太田

0294-22-5171

0294-36-2171

0294-42-7181

0294-53-5121

0294-21-6221

0294-53-1011

0294-39-6101

0294-36-2511

029-263-3511

029-274-2131

029-276-2511

029-273-3311

029-285-1257

029-275-0211

029-272-1177

0293-46-1148

0295-53-3511

0293-22-4025

029-284-0321

029-295-1112

0295-72-2521

029-298-3811

0294-80-7711
※（出）は、有人出張所
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全国の金融機関
（外国銀行を除く） セブン銀行／イオン銀行 ゆうちょ銀行 コンビニエンスストア

（E-net 設置店）

提携機関ATMのご利用

※土曜 9：00 〜 14：00 時間外手数料 210 円となる提携機関もあります。
※提携信用組合は、土・日・祝日 8：00 〜 20：00 となります。

●セブン銀行・ゆうちょ銀行を除く提携機関のATMご利用時間と手数料（残高照会は無料）

●セブン銀行のATMご利用時間と手数料 ●ゆうちょ銀行のATMご利用時間と手数料
セブン - イレブン、イトーヨーカドー等に設置している
セブン銀行ATMでは、お引出し、お預入れ、残高照会の
サービスがご利用いただけます。

キャッシュカードでのお引出し、残高照会のサービスがご利用いただけます。

設置場所によりご利用時間が異なります。

茨城県全域84店舗の窓口・ATMと、全国のセブン銀行ATM、
または、 インターネットバンキングをご利用ください。

ご利用ご案内

ATMのご利用

共同設置の
ATM（I-NET等）のご利用

インターネットバンキングのご利用



16

　

同
支
店
で
は
９
月
か
ら
東
日
本
大
震

災
の
写
真
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
２

週
間
に
１
回
、
写
真
を
入
れ
替
え
な
が

ら
数
十
点
ず
つ
展
示
し
て
お
り
、
お
客

さ
ま
か
ら
「
こ
う
い
う
写
真
が
あ
る
と
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
報
道
だ
け
で
は
わ
か
ら

な
い
被
災
地
の
状
況
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
ね
」「
来
る
た
び
に
新
し
い
写
真
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
み
で
す
」
と

い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
矢

口
博
己
支
店
長
は
「
市
内
在
住
の
ア

マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
の
方
か
ら
ぜ
ひ

市
内
の
方
々
に
見
て
ほ
し
い
と
い
う
お

話
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
店
内
の
壁
面

を
活
用
し
て
展
示
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
お
客
さ
ま
に
大
変
好
評
で
、
展
示

し
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

す
。
震
災
で
は
、
古
河
市
は
比
較
的
被

害
の
少
な
い
ほ
う
で
し
た
が
、「
震
災
の

痛
み
を
忘
れ
な
い
た
め
に
も
、
今
後
も

展
示
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と

支
店
長
。

　

２
０
２
０
年
、
古
河
市
の
誘
致
に
よ

り
日
野
自
動
車
の
工
場
が
移
転
し
て
き

ま
す
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
住
宅
開
発

な
ど
も
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
「
市

内
が
活
性
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
お
客
さ
ま

と
の
フ
ェ
ー
ス
・
ト
ゥ
ー
・
フ
ェ
ー
ス
の

関
係
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
地
域
の
発

展
に
尽
く
し
て
い
け
れ
ば
」
と
矢
口
支

店
長
は
笑
顔
で
語
っ
て
い
ま
す
。

　

け
ん
し
ん
総
和
支
店
は
、
茨
城
県
の

西
端
に
位
置
す
る
古
河
市
に
あ
り
ま

す
。

　

古
河
市
は
平
成
17
年
に
古
河
市
、

総
和
町
、
三
和
町
が
合
併
し
て
誕
生

し
、
人
口
は
平
成
24
年
10
月
現
在
約

14
万
６
０
０
０
人
で
す
。
市
内
に
は
丘

里
工
業
団
地
や
北
利
根
工
業
団
地
が
あ

り
、
製
造
業
が
さ
か
ん
な
一
方
、
平
坦

な
地
形
と
温
暖
な
気
候
を
利
用
し

て
、
キ
ャ
ベ
ツ
や
レ
タ
ス
の
栽
培

な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
市
内

を
東
北
新
幹
線
が
走
り
、
在
来

線
を
使
っ
て
東
京
都
内
や
宇
都
宮

市
、
さ
い
た
ま
市
へ
通
勤
す
る
人

も
多
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

総
和
支
店
は
け
ん
し
ん
53
番
目

の
支
店
と
し
て
平
成
２
年
に
旧
総

和
町
に
誕
生
し
ま
し
た
。
同
支
店

の
15
人
の
職
員
が
日
々
、
地
元
の

事
業
主
や
会
社
員
、
農
家
な
ど
の

お
客
さ
ま
に
向
け
て
、
き
め
細
や

か
な
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努

め
て
い
ま
す
。

支店めぐり

百人一首53番の歌。「嘆きながらひとりで寝る夜は、夜が明けるまでの時間がどれほど
長いか、あなたにわかるのでしょうか」という意。『蜻蛉日記』の作者でもある藤原道綱
母は日記に、明け方に帰ってきた夫を迎え入れる気にならず、翌朝色あせた菊にこの歌を
付けて贈ったと、この歌の背景を記しています。

なげきつゝひとりぬる夜のあくるまは
　　　　　　いかに久しきものとかはしる

右大将道綱母

地
域
に
密
着
し
た
金
融
機
関
と
し
て

写
真
展
で
地
域
の
交
流
を
図
る

古
河
市
の
総
和
支
店
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96％

のお客さまのほとんどは、普通預金や定期預金をお預けいただいている個人のみなさまです。そのほ
とんどは 1,000 万円未満の預金者であり、大変多くのみなさまにご預金いただいております。

兀
こ つ

 兀
こ つ

　　　　はこれからも
 兀兀と歩んでまいります。

　　　　はこれからも
 兀兀と歩んでまいります。

兀
こつ

兀
こつ

一心不乱なさま
絶えずつとめるさま

1,000 万円未満の預金者の割合

預金金額階層別先数
経営指標7

経営指標8

v

デリバティブ取引

デリバティブに関する取引はございません。



平成 24 年 9 月期の出資金は 203 億円となりました。組合員数は法人を含めて 20 万 3,782 人となり、茨城県の
人口（平成 24 年 9月1日現在　294 万 6,194 人）と比較すると約15 人に1人の割合でご出資いただいております。

は、茨城県に住む
15人に1人の方に

出資いただいております。

203億円
出資金

純資産の内訳

経営指標5

経営指標6

iv



経営指標3

経営指標4

11.41％
自己資本比率

iii

自己資本比率は、企業の総資産に対する自己資本（出
資金、積立金など）の割合で、健全経営の最も重要な
指標です。 の自己資本比率は国内基準４％を
大幅に上回り、国際基準の８％も上回って引き続き高い
水準を維持しております。

有価証券の運用については、
安全第一の運用方針のもと
に分散投資を基本として、長
期的で安定的な収益確保を
目指しております。

満期保有目的の債券の貸借対照表計
上額は取得原価を、その他有価証券
の貸借対照表計上額は時価のあるも
のは 9 月末における市場価格等に
基づく時価、時価のないものは取得
原価に基づいて計上しております。



経営指標1

経営指標2

5億円余

海外経済の減速や円高、国内景気の低迷、先行き不透明感
からお客さまの資金需要は伸び悩みました。これに伴い貸
出金利息を中心とした資金運用収益が前年同月比 8 億円減
少したことから、経常利益は前年同月比 8 億円減少した 11
億円、中間純利益は税金等 6 億円を差し引いた 5 億円とな
りました。

平成24 年9月期中間純利益
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茨城県信用組合
〒310-8622 茨城県水戸市大町2丁目3番12号
TEL：029（231）2131（代）
FAX：029（231）3487（代）

のホームページ　http://www.kenshinbank.co.jp/

平成 24 年 9 月期

経営情報


